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 子 安 小 学 校 の 財 産 

  校長  大島 宏二  

梅雨の晴れ間にのぞく青空に夏の到来を感じます。強い日差しを受けて、学校

で育てている夏野菜はぐんぐん成長し、その収穫を楽しみに熱心に水やりをしている子どもたちの姿が

微笑ましいです。明日からは夏本番の７月です。すでに３階の屋外プールでは、全ての学年に対象を広

げた３年ぶりの水泳学習が始まっています。夏の活動が楽しみな時期となりました。 

先日の小田原・箱根を巡る修学旅行が無事に終わり、６年生は総合的な学習の時間で、創立１５０周

年を意識した子安小学校の歴史を振り返る学習を本格的にスタートさせました。こやすキラキラ応援隊

や新子安地域ケアプラザの方々からのお声がけによりお集まりいただいた本校の卒業生12名の皆様方

には、２日間にわたって６年生５学級に対してお話をしていただきました。 

昭和・平成の時代に卒業した方々と対した令和に卒業する子どもたちは、大先輩を前に初めは緊張し

た面持ちではありました。でも、新子安駅前の旧校舎を知る最後の学年となった６年生たちは、中庭の

池の写真を見て懐かしさを共感したり、“シンデレラ階段”の話で盛り上がったりしていました。その

頷いたり驚いたりしながら先輩方から上手に昔話を引き出す姿に、子どもたちの成長を感じました。 

活動後の子どもたちからは、「年齢が大きく違う卒業生と６年生の自分たちとは、子安小というつながり

で互いにとても親近感を覚えて楽しい話し合いになった。」「卒業して何十年経っても誇れる学校の子安小は、

やっぱりすごい！」「『子安小の宝物はステンドグラスや二宮金次郎の像。子安小の卒業生の宝物は友達。』

と何人もの方が言っていたのが心に残りました。」という振り返りの言葉が聞かれました。 

 また、「歴史の授業で教わることを、体験している人がいることに驚いた。」という言葉もあったのです

が、私も今回直接教えていただいたことがあります。それは、６月の学校便りで書いたステンドグラス

が破損した事故は、『1959（昭和34）年12月11日午前４時50分過ぎ、米軍の砲弾を解体して

取り出した火薬４トンを積んでいたトラックが第二京浜国道を走行中、対向車線から来たトラックと 

正面衝突した事故によるもの』とご指摘をいただきました。ここで謹んで訂正をさせていただきます。 

 「話をすればするほど楽しくなってきた。次々と質問が思い浮かんできた。」と振り返りを書いた子ども

と私も全く同感でした。卒業生の皆様は、過去を知る“子安小学校の財産”そのものです。 

この後も２回目の取材を６年生は計画しています。「過去から受け継いできた卒業生の思いに、今、

小学生の自分たちの思いを載せて、未来の後輩たちに残していく」活動へのご協力をお願いいたします。 
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４年 野島宿泊体験学習 

 

 

 

 

 

 
 

２年 マリノスサッカー食育キャラバン 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラワープロジェクト（こやすキラキラ応援隊の活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２９日(日)、３０日(月)に、野島宿泊体験学習に行ってきました。日中は最高気温が３０度を超えるほどの今

年一番の暑さになりました。 

はまぎんこども宇宙科学館では、宇宙や科学の不思議にふれたり、星座について学んだりしました。磯での活動で

は、暑さも忘れ、波に歓声を上げたり、生き物を探したりしていました。ナイトウォークでは、日の入り後の幻想的

な景色を展望台から眺めました。キャンドルファイヤーでは、火を囲んで、レクや踊りを和やかに楽しみ、非日常的

な時間を共有しました。八景島シーパラダイスでは、班ごとの計画に沿って、水族館見学を楽しみました。 

 この２日間で、友達と一緒に過ごす楽しさや、見通しをもって行動することの大切さを感じられたと思います。こ

の経験を今後に生かしてくれることを願っています。 

６月３日（金）、７日（火）に、マリノスサッカー食育キャラバンを行

いました。 

マリノスサッカー食育キャラバンとは、クラブのコーチが横浜市内の

市立小学校を巡回し、サッカーを通して、「体を動かす楽しさ」や「食の

大切さ」を伝えていく活動です。今回は残念ながら、新型コロナウイル

ス感染症予防のため、給食を一緒に食べることはできませんでしたが、

サッカーボールを使った様々なレクリエーションを楽しみました。最初

は簡単な動きから始まり、徐々に難易度の高い動きになっていくという

もので、中でも特に真剣に取り組んだのが、ドリブルをしながら行うボ

ール集めゲームでした。コーチから「マリノスサッカー食育キャラバン

が始まって以来、１番の得点を獲得したペアが出た。」と言っていただ

き、大いに盛り上がりました。 

この体験で競い合うことの楽しさも感じることができました。 

 正門横のサクランボの木の根元に、こやすキラキラ応援

隊の皆様が、創立１５０周年を記念した花壇をつくってく

ださいました。学校へお越しの際は、ぜひご覧ください。 

 また、「フラワープロジェクト」に関わって、花の種や

苗、球根のご提供もありがとうございます。１５０周年の

記念の一年が花いっぱい、そして笑顔いっぱいになるよ

う、活動を進めてまいります。 
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６年 修学旅行 

 

 

 

 

  
      

 

 

 

 

10組 ブロック合同遠足 

 

 

 

 

 
 

 
 

６月７日（火）、８日（水）の一泊二日で箱根修学

旅行に行ってきました。一日目は、寄木細工やかまぼ

こ作り体験をしたり、生命の星・地球博物館や小田原

城の見学をしたりしました。普段できないことを友達

と一緒にできたことが嬉しかったようで、みんな満足

した顔をしていました。 

二日目は、石畳を歩きながら、昔の人に思いを馳せ

ていました。その後、海賊船に乗り、芦ノ湖を眺めな

がら移動しました。また、箱根園で買い物をしたり、

箱根関所の見学をしたりしました。家族へのお土産を

真剣に選ぶ姿が見られました。それぞれが子安小の６

年生としての思い出をつくることができました。 

６月１０日（金）に、浦島丘中ブロック合同遠足があ

りました。少し汗ばむ暖かい陽気の中、JRからブルーラ

インを乗り継いで、岸根公園へ行きました。浦島小学

校、神奈川小学校の個別支援学級の子ども達と現地で合

流し、集会をしました。子安小はゲームの担当で、５年

生が中心となって進行し、大いに盛り上がりました。 

また、遊びの時間では、各校から希望した人が集まっ

て一緒に「かわり鬼」や「だるまさんが転んだ」をした

り、ニンジャ砦で力いっぱい体を動かしたりして、久し

ぶりの他校との交流を楽しみました。 

出発式、到着式は６年生が立派に進行してくれまし

た。 

公共のマナーを守りながら、楽しい思い出をつくるこ

とができました。 


